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社会貢献に力を入れる いい会社GREAT COMPANY AWARD 2015

きっかけはセミナー参加
　社会保険労務士の仕事というと、中
小企業の労務業務が一般的です。2009
年、秋葉原で創業した当所も最初はそ
うでした。しかし、ただでさえ小規模
事務所の新規参入が不利とされる業界
で、法人顧問の開拓に苦戦。さらには
大口顧問先の解約や顧問料削減等が重
なり、経済的不安が増大していまし
た。そんな時、障害年金について学ぶ
機会があり、初めて市場として意識し
ました。
　それまではほとんど知識がありませ
んでしたが、もらえるはずの年金を受
給できないケースも少なくないことを
知り、社会貢献できる素晴らしい仕事
ではないかと興味を持ちました。とは
いえ、初期投資のリスクはあるが実務

経験はなく、当然自信もない。一歩が
踏み出せずにいた私の背中を押してく
れたのが船井総合研究所のコンサルタ
ントの方でした。
　これをきっかけに、同年、事務所を
地元である千葉市へと移転。心機一
転、地域密着型の態勢を整えた上で、
業務を障害年金に特化しました。する

と、翌年から年間受任件数が84件、
106件と順調に伸び、昨年は156件とな
り、「障害年金請求サポート分野で日
本トップクラスの業績」との評価をい
ただくまでになりました。

受給者の言葉が励みに
　障害年金業務は、お客様の障害や家
庭環境など個々の厳しい状況に応じ、
臨機応変な対応が不可欠です。より細
やかな支援のためには、時に依頼者の
プライベートな部分にも踏み込まざる
をえません。ビジネスライクに割り切
れない部分もあり、はじめは戸惑いが
ありました。
　それでも受給が認められ喜ぶお客様
の顔を見れば、それが励みになりま
す。鬱病を患い、「支給されなければ
死を選びます」とまで思い詰めていた
方が、受給が決まり「生きる希望が湧
きました」とおっしゃってくださった
時の充実感は、ひとしおでした。

社会復帰のサポート構築へ
　この業務で大切なのは、顧客第一の
姿勢を忘れないこと。業績と事務所の
拡大を目指すことはもちろんですが、
目先の損得にとらわれない対応を心が
けています。
　相談者の多くは、「働くこと」を希
望しています。そういった方々には、
地域の就労支援団体を紹介し、相談内
容が相続や借金、交通事故などに及べ
ば、弁護士や専門家につなげます。一
方で、他分野の専門家から案件が回っ
てくる場合もあり、専門家同士でのネ
ットワークも構築されつつあります。
　業界で数少ない、障害年金業務に特
化した事務所としての地位を確立した
いま、今後は就労支援をはじめ、依頼
者の生活と社会復帰をトータルに支え
るネットワークをより強化し、さらな
る支援展開に努めてまいります。

経済的弱者を救うための「障害年金請求サポート」業務を業界で先駆けて始め、この専門性の
高い業務を提供できる社労士事務所を船井総合研究所とともに全国に少なくとも50カ所以上
に広めた功績を称え、推薦いたします。
20～64歳までに病気やケガなどの理由で生活に支障がある方が国から支給される障害年金制
度は、まだ世の中にあまり認知されていません。渡辺先生はサポートを提供する側、受ける側
双方にメディアや自社ホームページを通じて制度の周知に努め、この業務のサポートでは日本
一クラスの実績をお持ちです。最近では、障がいで働けない方の社会復帰支援なども始めてい
らっしゃいます。人材難が加速する日本において、意義深い仕事をされている事務所です。

［推薦者］船井総合研究所 富澤 幸司

障がいで働けない人のために
年金請求だけでなく就労支援もサポート

社会保険労務士 渡辺事務所
（千葉県千葉市／社会保険労務士事務所）

ノ ミ ネ ー ト 理 由

Data
社会保険労務士 渡辺事務所
創業：2009年／代表者：渡辺 洋介／従業員数：４名（渡辺社労士も含む）／所在地：千葉県千葉市中央区栄町36-
10 ＹＳ千葉中央ビル９F／電話：043-304-6906／ＵＲＬ：http://chiba-shogai.com/ ／業務内容：障害年金に関
する相談、手続きも含めた業務全般
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「希望をなくし
て落ち込んでい
た人が、だんだ
んと元気になっ
ていく様子を見
ると、この仕事
の意義をあらた
めて感じます」

（右）スタッフは全員女性。所長とし
ては、家庭と仕事を両立させやすい環
境づくりを心がけている
（左）事務所近隣病院の職員勉強会
で、障害年金に関する啓発活動も行っ
ている

※ 当記事は、一般財団法人船井財団主催のグレートカンパニーアワード刊行の『「信念」を貫く日本のいい会社 2015年度版・31社』より一部抜粋したものです。


